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内容の要旨及び審査の結果の要旨
臨床上，良性気管支狭窄や低悪性腫瘍により生じた無気肺に対しては気管支再建により肺機能回復を図りうる場合
がある。しかし，無気肺が長期化した場合，いかなる条件であれば気管支再建により肺機能回復が図れろか，また肺
機能回復過程についての基礎的研究は少ない。本研究では気道再建により肺機能回復が期待できる無気肺の期間，気
道再建後の肺機能回復過程について検討した。雑種成犬を用い，全麻下に左主気管支を自動縫合器で遮断閉鎖し，２
週間，１カ月，３カ月，６カ月，１２カ月の５群の－側無気肺モデルを作成した。それぞれ気管支閉鎖部を管状切除し，
左主気管支を端々吻合した。
得られた結果は次の通りである。
１）左気管支閉鎖２週後に左肺は胸部レントゲン写真上完全無気肺となり，動脈血酸素分圧，肺表面組織血流量は
有意に低下した。
２）２週間，１カ月，３カ月，６カ月の各群では気管支形成２曰目に左肺は胸部レントゲン写真上軽度の肺水腫を
認め，１週後に軽快，２週後にほぼ完全に再膨脹した。１２カ月群では形成２カ月後にも無気肺の残存，肺内浸潤
陰影が認められた。
３）気管支鏡検査では気管支形成２カ月後までに縫合不全，肉芽増殖，狭窄は認めなかった。
４）肺循環機能の検索においては２週間，１カ月，３カ月，６カ月群では気管支形成術１～２カ月後に動脈血酸素
分圧，肺表面組織血流量は回復し，ほぼ気管支閉鎖前値までに改善したが，１２カ月群では気管支形成術による動
脈血酸素分圧回復は認められなかった。
５）右肺門遮断にて左再建肺単独の肺機能について検討したところ，気管支形成直後に一過性の機能低下が認めら
れたが，形成１カ月後には気管支閉鎖前までに回復した。
６）左肺内細菌培養では無気肺期間の延長にともない培養陽`性率は高くなり，１２カ月群では緑膿菌感染により閉鎖
８カ月後に２頭が死亡した。
７）病理組織学的所見では無気肺期間の延長とともに気管支内腔，気管支周囲の炎症細胞浸潤増悪を認めた。気管
支閉鎖３カ月までの各群では気管支形成１～２カ月後には肺胞と気管支の組織構築がほぼ完全に回復し，正常な
肺胞構築を示したが，６カ月群では形成２カ月後には一部に肺胞壁の線維性肥厚を認め，１２カ月群では無気肺の
残存，肺胞壁の線維性肥厚，肺胞構造の破壊を認めた。
以上の実験結果から，気管支閉鎖６カ月までは気管支形成術により肺機能回復を図れることが示唆された。
本研究は長期無気肺の可逆性を実験的に明らかにしたものであり，呼吸器外科学に寄与する価値ある研究を評価さ
れた。
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